
㈱ターナリー 創業のきっかけ
　家具やインテリア、雑貨を取り扱う貿易会社に10年
勤めました。その中で、開発に携わった商品が市場に並
ぶ喜びやお客さまからのうれしいお声、新しい発見など、
貿易の重要性だけでなく、仕事の楽しさも学ぶことがで
きました。その経験を活かし、より良い商品を社会に発
信し「お客さまや地域社会、さらには日本経済に貢献す
る会社を実現したい」という想いのもと、2021年 8月
に会社を設立しました。

創業塾で学んだこと・創業補助金の活用
　新規創業のため、右も左もわからない状態でした。そ
こで広川町商工会へ相談に行き、開業・経営をしてい
く中で必要不可欠な「事業計画」や「資金繰り」など、
さまざまなご指導やご支援をいただくことができました。
創業補助金制度を受けることもでき、開業資金の負担を
軽減することができたため、非常に助かりました。

今後の展望
　世界は常に変化し続けており「商品」や「サービス」
においても革新が求められています。私は、貿易という
事業を通じ「日本と世界の架け橋役」として、新しいこ
とにチャレンジし続けていこうと考えています。

広川町大字新代 2188番地 1
広川 SUNビル 2F
☎ 0942-25-8295
設立 /2021 年 8月
事業内容 /輸出入・貿易代表取締役 前田健太郎

広川町・創業支援事業者の紹介

アジアを中心に、家具やインテリ
ア、雑貨などの企画・開発・製造
を行い、全国のホームセンターや
量販店、専門店、問屋へ輸入販売
をしています。
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ふるさと

再発見
広川町郷土史研究会

広川町古墳資料館だより

南北朝時代の郷土 その11

　11 月 13 日㈰に、古墳公園資
料館周辺で「ひろかわ古墳まつり」
が開催されます。10 月号で紹介し
た西平孝史氏が来館し、凝灰岩の
板石に直弧文を彫刻できる体験イ
ベントや勾

まがたま
玉・銅鏡づくりを企画

しています。本来ならば、この日は

弘化谷古墳の一般公開となります
が、今年まで中止することにしまし
た。来年４月の第 2 ㈰には、公開
を再開する予定です。双脚輪状文
が描かれた壁画のレプリカや映像
は、館内でご覧ください。
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９
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８
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懐か
ね
良な
が
親し
ん
の
う王
た

だ
一
人
で
す
。
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。
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叶
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▲体験イベントでの銅鏡づくり
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▲�親王お手植えと伝わる、銀杏の大木が歴史を語る。
　（八女市星野村）




